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（第１面） 
 

開発事業地球温暖化対策計画 
 
事 業 者 の 氏 名 
又 は 名 称 

新日鉄興和不動産株式会社 常務取締役住宅事業本部長 林 英治郎 
東京都港区南青山一丁目 15 番 5 号 
 
大成有楽不動産株式会社 マンション事業本部長 三宅 正弘 
東京都中央区京橋三丁目 13 番 1 号 

主 た る 事 務 所 又 は 
事 業 所 の 所 在 地 

開 発 事 業 の 名 称 （仮称）戸手四丁目マンション計画 

開 発 事 業 を 行 う 
土 地 の 位 置 及 び 区 域 

川崎市幸区戸手四丁目 53 番 1 ほか 

開 発 事 業 の 目 的 集合住宅の建設 

工 事 の 着 手 
予 定 年 月 日 

平成 29 年 1 月 31 日（着手予定） 

工 事 の 完 了 
予 定 年 月 日 

平成 31 年 4 月 30 日（完了予定） 

開 発 事 業 の 概 要 
区域面積 約 11,022 ㎡ 

床 面 積 約 22,640 ㎡ 

主な予定建築物の内容 

棟番号 用途 床面積 備   考 
1 集合住宅 約 22,640 ㎡  
  ㎡  
  ㎡  
  ㎡  
  ㎡  
床 面 積 の 合 計 約 22,640 ㎡  

第１号様式 
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（第２面） 
  

温室効果ガスの

排出の抑制等を 
図る ため実施 
しよ うとする 
措 置 の 内 容 

 

エネルギーの使

用 の 合 理 化 

・各住戸には、高効率圧縮機搭載エアコン、潜熱回収型高効率ガ

ス給湯器及び高効率照明機器等を選定する 
・外構照明には、高効率照明機器等を選定する。 
・住宅の窓開口をできる限り大きくし、自然光により照明のエ

ネルギー使用量の削減を図る。 
・断熱性能に優れた部材等の採用により、空調等のエネルギー

使用量の削減を図る。 

ヒートアイラン

ド現 象の緩和 

・共用部空調室外機等の分散配置により、排熱負荷の平準化を図

る。 
・緑化地など人工被覆改善により、地表面の温度上昇の抑制に努

める。 
・可能な限り緑化に努め、高木による日影形成など、地表面の温

度上昇の抑制を図る。 

交 通 環 境 
へ の 配 慮 

・駐輪場は必要台数以上設置することで、利用環境の整備を図る。 
・居住者、来客者及び運搬事業者に対しては、掲示板等により、

アイドリングストップ等のエコドライブの協力を促す。また、

居住者及び来客者には、公共交通機関の利用を促す。 

緑 地 の 保 全 
と緑 化の推進 

・建物の周囲を中心に緑化地を確保する。 
・植栽予定樹種は、大景木、高木、中木、低木、地被類など、常

緑、落葉等を組合せ、多様な緑を創出するとともに、花や実の

なる木等による季節感への配慮や、緑陰などにも配慮する。 
・樹木の健全な育成を図るため、年間維持管理計画を作成し、適

切な剪定、刈込、施肥、病虫害駆除、除草等を実施する。 

工 事 に 係 る 
配 慮 

・建設機械は、排出ガス対策型を使用し、工事用車両は可能な限

り最新排出ガス規制適合車を使用する。 
・建設機械及び工事用車両は、アイドリングストップ等のエコド

ライブを徹底するため、運転者への指導を徹底する。 
・適切な施工計画により、工事用車両の一時的な発生集中を抑制

し、円滑な運行を図る。 
・建設資材は、再生品や再利用が可能な材料の使用に努める。 
・建設機械及び工事用車両の整備・点検を徹底する。 

そ の 他  

再生可能エネル

ギー 源の利用 

検 討 結 果 □導入する        ■導入しない 

導 入 機 器  
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（第３面） 
  

特 定 建 築 物 の 
評 価 の 目 標 

棟番号 評価の目標 

1 
集合住宅 

総合評価 B＋以上 

  

  

備  考  

備考 １ 用途の欄は、次から当該予定建築物の主たる用途を記入してください。 
［事務所／学校／物販店／飲食店／集会所／工場／病院／ホテル／住宅／その他］ 

２ □のある欄は、該当する□内にレ印を記載してください。 
３ 特定建築物の評価の目標については、予定建築物が川崎市公害防止等生活環境の保全に関する

条例（平成 11 年 川崎市条例第 50 号)第 127 条の 4 第１項の特定建築物に該当する場合、同項

第５号に規定する環境性能の評価の目標について記載してください。 
 
 


